
伝統の舞「藤縄神楽」 うかいの魅力　伝えます

　大洲のうかいをＰＲするために、市観光協会職
員らで構成される県内宣伝隊出発式が、 5月１7日
㈭市役所前で開かれました。
　出発式では、大洲市観光協会の古森達

たつ

夫
お

会長が
「さらなるレベルアップをし、充実したサービスが
提供できるようにしたい」とあいさつしました。
　宣伝隊はＪＲ松山駅などを訪れ、うかいの魅力
を宣伝しました。

　第46回柳沢ほたるまつりが、 6月 2日㈯、 3日
㈰旧柳沢小学校で開催されました。
　 １日目には、愛媛県無形民俗文化財に指定され
ている藤縄神楽が披露され、会場は大きなにぎわ
いを見せていました。
　矢楽川流域のゲンジボタルは、県指定の天然記
念物であり、この日も多くのホタルによって幻想
的な光のショーで訪れた人を楽しませていました。

大洲の夏の風物詩「うかい」開幕　～うかい開き～
　うかいの開幕式が 6月 １日㈮、うかいレストプラザ
前の河原で行われました。
　開幕式で二宮市長は、「今年も大洲のうかいが始ま
る。6１年目となる今年は、新造船『臥龍 １號

ごう

』をより
活用するべく、新たなプランが考えられた。大洲市も
伝統や文化を継承し、大洲の体験型うかいとして、情
報発信・ＰＲしていきたい」とあいさつしました。
　開幕式終了後、約200人の乗船客は１9隻の屋形船に
乗り込み、川下りを楽しみながら船内で料理を味わい
ました。

　辺りが暗くなると、かがり火をともした鵜
う

船
ぶね

がゆっ
くりと下り始め、鵜

う

匠
しょう

と連携し鵜
う

は元気にアユを追い
かけていました。
　鵜船が近づいた屋形船からは、目の前で鵜がアユ
を捕らえるたびに大きな歓声が上がっていました。終
盤には、約300発の花火が打ち上げられ、うかい開き
を彩りました。
　大洲のうかいは、 9月20日㈭まで楽しむことができ
ます。また、期間中の毎週日曜日および 8月１3日㈪か
ら１5日㈬までは、昼うかいも実施しています。
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3 年ぶりに大洲で開催　愛媛マンダリンパイレーツ（MP）対 香川オリーブガイナーズ（OG）
　

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
公

式
戦
が
、
５
月
26
日
㈯
、
八
幡
浜
・

大
洲
地
区
運
動
公
園
野
球
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
洲
市
で
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
公
式
戦
の
対
戦
相
手

は
、香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ
で
、

約
８
０
０
人
の
観
客
が
詰
め
か
け
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
長
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

と
、
お
お
ず
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
チ

ア
ダ
ン
ス
が
試
合
に
華
を
添
え
ま
し

た
。
そ
の
後
、
大
洲
少
年
少
女
合
唱

団
に
よ
る
国
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
、
二

宮
市
長
の
始
球
式
で
試
合
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

明
日
の
プ
ロ
野
球
選
手
を
目
指
す

野
球
少
年
が
見
守
る
中
、
場
外
ホ
ー

ム
ラ
ン
や
巧
み
な
プ
レ
ー
が
見
ら

れ
、白
熱
し
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
に
は
、
長
浜
サ
ン
デ
ー
ズ
の
ボ

ー
ル
ボ
ー
イ
や
帝
京
幼
稚
園
の
エ
ス

コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
の
お
手
伝
い
も
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー

ズ
の
西
田
真し
ん

二じ

監
督
（
元
広
島
東
洋

カ
ー
プ
）
と
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ

レ
ー
ツ
の
河
原
純じ
ゅ
ん

一い
ち

監
督
（
元
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
）
の
監
督
対
決
も
見

も
の
で
し
た
。

　

試
合
は
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ

レ
ー
ツ
が
４
対
６
で
惜
敗
し
ま
し
た
。
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出
水
期
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

肱
川
水
防
工
法
訓
練
が
、
５
月
20
日
㈰

肱
川
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
矢
野
正ま
さ

祥か
ず

消
防
団

長
が
「
水
防
の
技
術
は
、
大
規
模
な
自

然
災
害
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
、地
元
の
人
に
伝
え
、

地
域
で
守
る
意
識
づ
く
り
を
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
消
防
団
員
や
自
主
防
災

組
織
の
構
成
員
ら
約
１
８
０
人
が
参
加

し
、
水
防
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
高

め
ま
し
た
。

　

樫か
し

谷た
に

棚
田
保
存
会
主
催
の
「
２
０
１

８
年
田
植
祭
」
が
、
６
月
３
日
㈰
、
戒

川
樫
谷
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

棚
田
オ
ー
ナ
ー
や
大
洲
農
業
高
等
学

校
の
生
徒
な
ど
約
１
２
０
人
が
田
植
え

を
体
験
し
ま
し
た
。
終
了
後
は
、
保
存

会
の
城
本
成せ
い

一い
ち

代
表
と
二
宮
市
長
か
ら

「
オ
ー
ナ
ー
認
定
書
」
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

保
存
会
は
、
棚
田
を
守
る
た
め
に
、

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
は
、
１
組
当
た
り
３

万
円
の
年
会
費
で
、
春
に
は
田
植
え
、

秋
に
は
稲
刈
り
が
体
験
で
き
、
収
穫
さ

れ
た
棚
田
米
や
農
産
物
が
送
ら
れ
ま
す
。

出
水
期
に
備
え
て
技
術
を
高
め
る

秋
の
収
穫
が
今
か
ら
楽
し
み

消防署より 2 人に感謝状

　 5月１6日㈬、大洲消防署で、矢野秀
ひで

徳
のり

さんと森宏
ひろ

文
ふみ

さんが行った初期消火への協力に対し、亀田昌
しょう

一
いち

消防長より感謝状が贈呈されました。
　 2人は 4月22日㈰に、中村で発生した建物火災で、
火災をいち早く発見し、水道ホースを使って初期消
火を行い、周囲への延焼防止に貢献しました。
　贈呈式で、亀田消防長から「中村地区は、木造住
宅が多く立ち並んでいる。 2人の協力で、延焼を防

ぐことができた。これからも、地域防災のために力
を貸してほしい」とお礼を述べました。
　感謝状を受け取った矢野さんは「今回のように、
いつ自分が火災に遭遇するか分からないが、その時
には、自分にできる最大限のことをしたい」と話し
ました。また、森さんは「同じような現場にあったら、
冷静に対応したい」と話しました。

左：森さん　　　　　右：矢野さん
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大洲市民生児童委員協議会総会・研修会が開催されました
～広げよう　地域に根ざした　思いやり～

　大洲市民生児童委員協議会の平成30年度総会が、
5月１0日㈭、大洲市総合福祉センターで開催されま
した。
　開会にあたり西尾和

かず

子
こ

会長は、「地域における支援
体制づくりが重要な課題である。地域福祉の担い手
として、さらなる向上に努めていきたい」とあいさ
つしました。
　続いて、現職で１0年以上の在任期間がある委員へ、
全国民生委員児童委員連合会会長表彰の伝達が行わ
れました。また、通算 6年以上在職で、社会福祉の

向上に多大な貢献があった委員へ、大洲市から表彰
状と記念品の贈呈が行われました。
　総会終了後には、消費生活相談員の萩森旭

あき

寿
ひさ

さん
による研修会が開催され、参加したみなさんは、今後
の活動に役立てようと熱心に耳を傾けていました。

【全国民生委員児童委員連合会会長表彰】（敬称略）
白石美

み

保
ほ

子
こ

（久米地区）　青木眞
ま

利
り

恵
え

（喜多地区）
武田　麗

れい

子
こ

（喜多地区）　村上美
み

知
ち

子
こ

（南久米地区）
東　　直

なお

美
み

（三善地区）　津田　豊
とよ

一
かず

（八多喜地区）
福村　俊

とし

弘
ひろ

（長浜地区）　竹内左
さ

榮
え

子
こ

（長浜地区）
明智　澄

すみ

江
え

（長浜地区）　黒田　信
のぶ

子
こ

（肱川地区）
松本　惠

けい

子
こ

（河辺地区）
【大洲市民生委員および児童委員表彰】（敬称略）
柁
かじ

谷
や

　鐵
てつ

雄
お

（平野地区）　谷本　京
きょう

子
こ

（平野地区）
上
かみ

石
いし

　好
よし

一
かず

（平野地区）　西山　敏
とし

子
こ

（大川地区）
矢野　千

ち

代
よ

（三善地区）　菊地　郁
いく

哉
や

（長浜地区）
宮田　重

しげ

伸
のぶ

（長浜地区）　矢野美
み

智
ち

子
こ

（長浜地区）
寺岡　勝

かつ

信
のぶ

（肱川地区）　上田　秀
ひで

美
み

（肱川地区）
福見都

と

志
し

子
こ

（河辺地区）

　

第
31
回
愛
媛
県
消
防
操
法
大
洲
喜
多

地
区
大
会
が
、
６
月
３
日
㈰
、
五
郎
大

橋
上
流
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
大
洲
市
と
内

子
町
の
消
防
団
か
ら
16
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
小
型
ポ
ン
プ
と
ポ
ン
プ
車
の
２
部

門
で
消
防
技
術
の
速
さ
と
正
確
さ
を
競

い
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し
た
肱
北

分
団
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
優
勝
し
た
菅

田
分
団
第
２
部
と
準
優
勝
し
た
大
川
分

団
の
３
チ
ー
ム
は
、
７
月
末
に
開
催
さ

れ
る
県
大
会
に
、
大
洲
喜
多
地
区
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

消
防
技
術
の
高
み
を
目
指
し
て
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岡　本　孝
こう

　道
どう

 さん
（蔵　川）

元大洲市選挙管理委員会委員長

奥　田　五
い

十
そ

二
はる

 さん
（北　只）

元大洲市消防団分団長

宮　本　修
しゅう

　一
いち

 さん
（春　賀）

元大洲地区広域消防事務組合消防指令長

　岡本さんは、長年にわたり選挙の公正か
つ適性な執行に尽力されたご功績により、
このたび「旭日単光章」を受章されました。

　奥田さんは、長年にわたり消防業務に
尽力されたご功績により、このたび「瑞
宝単光章」を受章されました。

　宮本さんは、長年にわたり消防業務に
尽力されたご功績により、このたび「瑞
宝双光章」を受章されました。

旭
日
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
双
光
章

平成30年春の叙勲

久　保　幸
ゆき

　信
のぶ

 さん
（大　洲）

元大洲市議会議員

山　本　　　忠
ただし

 さん
（平野町野田）
元大洲市消防団長

城　戸　茂
しげ

　利
とし

 さん
（菅田町菅田）
元愛媛県警部

　久保さんは、長年にわたり地方自治に
尽力されたご功績により、このたび「旭
日双光章」を受章されました。

　山本さんは、長年にわたり消防業務に
尽力されたご功績により、このたび「瑞
宝双光章」を受章されました。

　城戸さんは、長年にわたり警察業務に
尽力されたご功績により、このたび「瑞
宝双光章」を受章されました。

旭
日
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

平成30年危険業務従事者叙勲
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えひめ国体開催記念　第 4 回鹿野川湖カヌー大会
　えひめ国体開催記念第 4回鹿野川湖カヌー大会
が、 6月 2日㈯、鹿野川湖漕

そう

艇
てい

場で開催されました。
　平成29年に開催された愛

え

顔
がお

つなぐえひめ国体のカ
ヌースプリント競技会の開催記念大会として、郷土
の母なる川「肱川」の自然に親しむことにより、「川」
を大切にする意識の高揚、カヌーの普及と生涯スポ
ーツの振興に資することを目的とし、県外からの参
加者を含めて初心者から国体選手まで多くの人が出
場しました。

　梅雨入り後にもかかわらず、当日は晴天に恵まれ
た絶好のコンディションとなりました。水

みな

面
も

には、
力を込めたパドルさばきからの水しぶきが舞ってい
ました。

　

行
政
相
談
委
員
の
小
澤
功い
さ
お

さ
ん
（
大

洲
）
が
、
長
年
に
わ
た
る
行
政
相
談
委

員
業
務
に
お
い
て
の
業
績
を
評
価
さ

れ
、
公
益
社
団
法
人
全
国
行
政
相
談
委

員
連
合
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
澤
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
の
12
年

間
の
仕
事
を
た
た
え
て
い
た
だ
き
、
素

直
に
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
相
手

の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
、
相
談
を
受

け
る
よ
う
に
心
掛
け
た
い
」
と
喜
び
と

今
後
の
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

高齢者叙勲

西　岡　哲
てつ

　義
よし

 さん
（菅田町宇津）
元公立中学校長

　西岡さんは、長年にわたり教育業務
に尽力されたご功績により、このたび
「瑞宝双光章」を受章されました。

瑞
宝
双
光
章
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シリーズ

文化財
新屋敷のナツメ
大洲市指定天然記念物
個人所有

　本樹は、大洲城下の南に広
がる山の麓

ふもと

に位置し、現在
は個人宅の庭にあります。樹高は約１１m、幹周は
１.4mになります。また、樹齢は約200年と推定さ
れるため、江戸時代、武家屋敷の中に植えられ
たものと考えられます。
　ナツメは中国から西アジアが原産で、その和
名は、初夏になってようやく芽が出ること（夏芽）
が由来とされます。果実は加工し、ドライフル
ーツや茶などとして食用にされてきたほか、生

しょう

薬
やく

としても古くから利用されてきました。
　庭木や街路樹としてよく植栽され、普段目に
する機会の多い樹木のひとつですが、本樹はナ
ツメとしては市内最大であり、唯一の天然記念
物に指定されています。

（昭和45年 8 月30日指定）

野　鳥
ヨタカ（夜鷹）
ヨタカ目　ヨタカ科
全長　29㎝

　夕暮れから夜明けにかけて「キョッ、キョッ、
キョッ、キョッ、キョッ」と、連続的に鳴く独特
の声が特徴の野鳥です。口を大きく開けながら飛
び回り、電柱の明かりに集まった昆虫類を捕食し
ています。
　その鳴き声から、別名「ナマスきざみ」とも呼
ばれ、姿は見えなくても存在は古くから知られて
います。忍者のような生態で、開けた地面で繁殖
するため、地味な色合いをしています。オスの成
鳥は、飛ぶと翼や尾に白い斑紋が見えます。
　木に止まる時も枝に沿って縦に止まるため、木
こぶのように見えますが、動かずじっとしている
のが作戦のようです。夜行性のため分らないこと
が多いのですが、毎年必ずやって来ます。これか
らも安心して子育てができる環境を、末永く守っ
ていきたいと思います。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

ジェシカ・リードさん

レッチワース州立公園

　

私
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
大
洲
に
来
て
、

約
５
年
が
経
ち
ま
し
た
。
大
洲
に
初
め

て
来
て
、
た
く
さ
ん
の
景
色
に
感
動
し

た
あ
の
日
が
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

私
の
出
身
地
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
は
、
平
ら
な
地
形
で

山
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
の

東
に
あ
る
フ
ィ
ン
ガ
ー
レ
イ
ク
ス
は
、

ワ
イ
ン
の
産
地
で
あ
り
、
丘
陵
や
農
地

の
素
敵
な
景
色
が
楽
し
め
ま
す
。
レ
ッ

チ
ワ
ー
ス
州
立
公
園
は
、「
東
の
グ
ラ

ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
、
た

く
さ
ん
の
紅
葉
樹
が
立
ち
並
ぶ
峡
谷
が

あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
美
し
い
自
然
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
負
け
な
い
く

ら
い
大
洲
の
自
然
は
魅
力
的
で
、
私
を

驚
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
が
大
洲
で
い
ち
ば
ん
好
き
な
時
間

は
、
雨
上
が
り
に
、
雲
が
霧
の
よ
う
に

山
を
覆
う
時
で
す
。
他
に
も
私
に
は
小

さ
な
幸
せ
が
あ
り
、
ウ
グ
イ
ス
の
歌
や

カ
エ
ル
の
合
唱
を
聞
く
こ
と
、
矢
落
川

に
沿
っ
て
新
谷
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
す
る

こ
と
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
く
こ
と
、

臥
龍
山
荘
近
く
の
肱
川
で
野
鳥
を
観
察

す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

私
は
５
年
間
、
大
洲
で
多
く
の
自
然

を
探
索
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

大
洲
の
自
然
の
美
し
さ
を
愛
し
て
い
る

人
た
ち
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
数
カ
月
後
の
帰
国
の
た
め
に
準
備

し
て
い
る
と
、
こ
の
美
し
い
場
所
を
離

れ
る
こ
と
に
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
大

洲
の
自
然
だ
け
で
な
く
、
大
洲
に
住
む

み
な
さ
ん
の
心
も
、
同
様
に
美
し
く
豊

か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
し
て
大
洲
で
た
く
さ
ん
の
人
に
出

会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ＡＬＴ（外国語指導助手）のつぶやき
私が感じた自然の美しさ
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シリーズ

　夏空がまぶしく感じられる季節となりました。大
洲市は、全国的に見ても猛暑日が多く、全国ニュ
ースに大洲市の最高気温が流れることもあります。
20１7年に大洲市で観測された最高気温は、36.5度で
した。熱中症はとても怖い病気なので、こまめな水
分補給をしっかりと行ってくださいね。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
【 ₆ 月号のクイズ解答・解説】
　大川鯉のぼり祭では、たくさんの鯉のぼりが空を
泳ぎます。肱川に架かる鯉のぼりは何匹いるでしょ
うか。

①　約１50匹
②　約200匹
③　約250匹

正解…②

解説…今年で、１１回目を迎えた大川の鯉のぼり祭。
昨年は、住民が作詞した「大

おお

成
なる

音
おん

頭
ど

」の披露があり
ました。今年は、「カフェおおなる」も同時開催。地
元のみなさんで結成した、おおなる工房の活動も活
発で、大成地区に注目ですね。

【今月のクイズ】
　20１7年の猛暑日の日数ランキングで、大洲市
は全国で何位だったでしょうか。

　①　 8位
　②　１8位
　③　26位

※�今月のクイズの答えは、広報おおず8月号に掲載します。

鹿
野
川
ダ
ム
夏
休
み
見
学
会

　

～
ダ
ム
を
知
ろ
う　

わ
く
わ
く
探
検
～

　

鹿
野
川
ダ
ム
で
は
、
夏
休
み
に
、
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
ダ

ム
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
見
学
会
で
は
、
普
段
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
ダ
ム
の
中
の
通
路
「
監
査

廊
」
や
、
ダ
ム
の
改
造
を
し
て
い
る
工

事
現
場
を
探
検
し
て
、
ダ
ム
に
つ
い
て

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
楽
し

い
ダ
ム
工
作
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
今
年
の
夏
休
み
は
鹿
野
川
ダ

ム
見
学
会
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

７
月
29
日
㈰

▽
午
前
の
部　

午
前
８
時
45
分
集
合

▽
午
後
の
部　

午
後
０
時
45
分
集
合

【
場　

所
】

鹿
野
川
ダ
ム
管
理
庁
舎

（
肱
川
町
山
鳥
坂
２
８
０
）

【
申
し
込
み
期
間
】

７
月
９
日
㈪
〜
18
日
㈬

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
申
し
込
み
方
法
】

参
加
申
込
担
当
者
ま
で
電
話
に
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

階
段
の
多
い
場
所
や
足
元
の
悪
い
場

所
を
歩
き
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い

服
装
（
長
靴
な
ど
）
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

各
時
間
帯
と
も
、
対
象
小
学
生
20
人

程
度
ず
つ
、
所
要
時
間
は
３
時
間
程

度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※ 

台
風
な
ど
鹿
野
川
ダ
ム
が
洪
水
対
応

を
行
う
場
合
、
中
止
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

※ 
応
募
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と
な

り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
定
員
に
達
し

た
時
点
で
予
約
を
締
め
切
り
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務
所

☎
34
３
０
０
０
㈹

（
内
線
３
１
５
・
３
５
４
）

担
当
者　

西
山
・
井
上

国土交通省大洲河川国道事務所・山鳥坂ダム工事事務所だより
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